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お
知
ら
せ
N
E
W

竹
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

へ
の
意
見
を
募
集

家
計
に
優
し
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
資
料

　

竹
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）

公
表
・
意
見
提
出
期
間

　

12
月
26
日

（月）
～
平
成
24
年
１
月
16
日

（月）

閲
覧
場
所　

福
祉
課
介
護
福
祉
係
、

　

支
所
・
出
張
所
（
土
・
日
曜
日
、

　

祝
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除

　

く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
、　

　

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
勤
務
、
在
学
し
て
い
る
人

提
出
方
法　

 
 

所
定
の
用
紙
（
閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
よ
り
、
持
参
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
・
郵
送
（
※
当
日

消
印
有
効
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

 
 

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
」
と
は
、
新
薬(

先

発
医
薬
品)

の
特
許
期
間
が
過
ぎ

て
か
ら
発
売
さ
れ
る
お
薬
の
こ
と

で
、
新
薬
に
比
べ
て
研
究
開
発
費

用
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
安
く
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
有
効
成
分
も
同
じ
で
、

新
薬
と
同
等
の
効
果
が
期
待
で

き
、
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得
て

製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
の
差

し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

ご
意
見
等
を
ふ
ま
え
、
計
画
を

策
定
し
、
公
表
す
る
予
定
で
す
。

意
見
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

（
〒
７
２
５-

８
６
６
６　

住
所
不
要
）

　

☎
22-

７
７
４
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

０
１
４
０

　

fukushi@city.takehara.lg.jp

額
が
大
き
い
人
を
対
象
に
使
用
促

進
の
ご
案
内
を
12
月
か
ら
お
届
け

し
ま
す
。
通
知
が
届
い
た
人
は
、

医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
相
談
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
定
健
診
は
１
月
末
ま
で
に

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
～
74
歳
の
人
で
今
年
度
の
特
定

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
医
療

機
関
へ
予
約
し
て
、
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
健
康
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４

  宝くじ助成金でコミュニティ活動備品を購入
　宝くじ助成金を受け、住民自治組織（３団体）がイベント・地域活動

等で使用する備品を整備しました。

※宝くじ助成事業は、宝くじの普及広報を目的として行われているもの

　で、宝くじの収入を財源としています。

竹原第５地区協働のま

ちづくりネットワーク

サウンドシステム・盆

踊り用やぐら・発電機

など

竹原第３地区協働のま

ちづくりネットワーク

卓上丸のこ・発電機・

テントなど

大井・宿根地区協働の

まちづくり協議会

町内無線放送設備・グ

ラウンドゴルフセット

など

 新型の救助工作車を
    　配備しました

 11 月に竹原消防署へ新しい

救助工作車が納車されまし

た。救助工作車は、火災や交

通事故、地震などの災害現場

で人命救助を行うための多種

多様な資機材を搭載してお

り、救助活動で威力を発揮し

ます。市民の大切な生命を守

る活躍が期待されます。

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等

の
家
庭
に
食
事
を
提
供
す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
新
規
委
託
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
提
出
書
類
等
、
詳
し
く
は
、

12
月
５
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
ま
た
は
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
19
日

（月）
～
28
日

（水）

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係　

　

☎
22-

７
７
４
３

竹
原
市
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

新
規
委
託
事
業
者
を
募
集
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平成 23 年度  竹原市人事行政の運営等の状況
１　職員の任用の状況

(1)　採用状況

職種
受験者数 採用者数 前年度採

用者数男性 女性 計 男性 女性 計

一般事務職 86 人 42 人 128人 1 人 1 人 2 人 15 人

技師 12 人 1 人 13 人 2 人 1 人 3 人 1 人

保健師 ― ― ― ― ― ― 1人

保育士 1人 5人 6人 0人 2人 2人 2人

計 99 人 48 人 147 人 3 人 4 人 7 人 19 人

（注）平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までのものです。

区分 平成 22 年度 平成 21 年度

定年退職 8人 11 人

勧奨退職 3人 3人

普通退職 1人 6人

計 12 人 20 人

再任用職員数 2人 3人

(2)　退職者数

区　分 職員数 男性 女性

部　長　級 3人 3人 0人

課　長　級 23 人 21 人 2 人

課長補佐級 14 人 10 人 4 人

係　長　級 44 人 27 人 17 人

そ　の　他 93 人 63 人 30 人

計 177 人 124 人 53 人

(3)　地位別職員数

（注）職員のうち一般行政職のものです。

２　職員の給与の状況

(1)　人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台
帳（年度末）

歳出額
A

実質
収支

人件費
B

人件費率
（B/A）

前年度
人件費率

22 年度
人

29,148
千円

13,788,345
千円

351,017
千円

2,213,811
%

16.1
%

17.9

区分
職員数

A

給与費 1人当たり
給与費
（B/A）

給料 職員手当
期末・

勤勉手当
計
B

23 年度
人

233
千円

929,587
千円

123,647
千円

335,019
千円

1,388,253
千円

5,958

(2)　職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

竹原市
円

327,433
円

405,866
歳

40.8
円

376,094
円

394,104
歳

51.0

国
円

327,205
円

397,723
歳

42.3
円

283,862
円

321,662
歳

49.5

(3)　職員の平均給料月額、平均年齢の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）

区分 竹原市 国

一般行政職
大学卒 178,800 円 172,200 円

高校卒 149,800 円 140,100 円

(4)　職員の初任給の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）

問い合わせ　総務課人事係　☎２２-７７１９

区分 竹原市 国

期
末
手
当

勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 6 月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 3.95 月分 計 3.95 月分

退
職
手
当

　　 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50月分 32.76 月分 勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50月分 41.34 月分 勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 30 年 47.50月分 59.28 月分 勤続 30 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

(5)　職員手当の状況

一週間の勤務時間 開始・終了時間 休憩時間

38 時間 45 分 8時 30 分から 17 時 15 分まで 12 時から 13 時まで

時間外・休日勤務総時間数 職員 1人当りの時間外・休日勤務月平均時間数

27,919 時間 9.9 時間

(3)　時間外勤務及び休日勤務等の状況

（注）平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までのものです。

区　分 休職 免職 計

勤務実績が良くない場合 ０ ０

心身の故障の場合 ０ ０ ０

職に必要な適格性を欠く場合 ０ ０

刑事事件に関し起訴された場合 ０ ０

計 ０ ０ ０

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

(1)　分限処分者数

（注）平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までのものです。

区分 戒告 減給 停職 免職 計

被処分者数 3 ０ ０ ０ 3

(2)　懲戒処分者数

（注）平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までのものです。

機関別研修 平成 22 年度参加者数 平成 21 年度参加者数

ひろしま自治人材開発機構 60 人 92 人

その他の研修機関等での研修 29 人 26 人

独自研修 418 人 85 人

計 507 人 203 人

５　職員の研修の状況

（注）平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までのものです。

係属件数 処理件数 翌年度へ
の繰越
A-B

前年度か
らの繰越

新 規
要求

計
A

却下
全部
否認

一部
容認

全部
容認

取 下
げ

計
B

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６　職員の勤務条件に関する措置の要求の状況

７　職員の不利益処分に関する不服申し立ての状況

係属件数 処理件数 翌年度へ
の繰越
A-B

前年度か
らの繰越

新 規
申立て

計
A

却下
処 分
承認

処 分
修正

処 分
取消

取 下
げ

計
B

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

（注）平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までの市長部局に属する一般職員のものです。

総付与日数
A

総使用日数
B

全対象職員数
C

平均使用日数
B/C

取得率
B/A

7,579 日 1,291.3 日 193 人 6.7 日 17.0％

(2)　年次有給休暇の取得状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

(1)　職員の勤務時間（平成 23 年 4 月 1 日現在）


